
〔前期〕

1 高校の中国語教育の現状
高校の中国語教育の現状について紹介する。いくつかの
高校の取組み、コース制、選択制など、具体例を挙げな
がら説明する。

2 学習指導要領と中国語教育の関連
学習指導要領と中国語教育に関し、何をどこまでどのよ
うに教授するか理解し、考察する。

3 発音指導（１）
発音指導の方法、ピンインの問題について学習する。PC
を用いた方法も紹介する。

4 発音指導（２）
入門期の指導と発音問題について整理し、実際の授業デ
ザインを考える。

5 テキスト分析（１）
中国語の指導項目と学習項目について、何をどこまで指
導するか学ぶ。

6 テキスト分析（２）
教科書選択の基準。様々な教科書の特徴を把握し、市販
のテキストを分析する。

7 指導法(１)
言語活動を導く手段、練習の仕方、させ方を学ぶ。授業
運営上の工夫についても知る。ICT についても紹介する。

8 指導法(２)
教材の利用法について学ぶ。板書の仕方、PC の活用法等
についても知る。

9 文法事項(１)
初級段階で問題点となる文法事項について、整理して考
察する。

10 文法事項(２)
基礎事項の整理をし、実際の授業デザインを考察する。

11 指導案作成(１)
教材研究、指導案の内容、文法事項を整理しながら、授
業展開を考察する。

12 指導案作成(２)
指導案の例、指導案の書き方などを学ぶ。目標、学習段
階など全体像を概観する。

13 指導案作成(３)
テキストを選択し、教材研究をする。各授業における目
標設定を明確化する。

14 指導案作成(４)
授業の展開の仕方、文法項目の練習のさせ方など、自身
が受けた授業から考える。

15 指導案作成(５)
授業展開のフローチャートを書いてみる。見取り図を考
え、組み立てていく。

〔後期〕

1 前期の振り返りと後期
前期学習した内容の振り返りと後期授業概要の説明をす
る。模擬授業の割り当てを決める。

2 発音指導・模擬授業
発音指導の模擬授業を実施する。どのような練習方法が
良いのかも、あらかじめ準備しておく。

3 中国語教授法および第二言語習得
中国語教授法、第二言語習得に関し学習する。テキスト
をプレゼンし、知識の定着を図る。

4 中国語教員の役割・学習者論
中国語教員の役割、学習者論に関し、関連する文献を読
み学ぶ。

5 教案作成（１）
過去に教育実習をした学生の教案を参考に、作成の仕方
を学ぶ。

6 教案作成（２）
自分で教案を作成する。どのように展開し、どのように
練習するか検討する。

7 模擬授業（１）
各自の作成した指導案をもとに模擬授業を行う。終了
後、自身の授業を振り返る。

8 模擬授業（2）
各自の作成した指導案をもとに模擬授業を行う。終了
後、自身の授業を振り返る。

9 模擬授業（３）
各自の作成した指導案をもとに模擬授業を行う。終了
後、自身の授業を振り返る。

10 導入と展開について（１）
授業内での練習の仕方、さまざまな導入の仕方について
学ぶ。

11 導入と展開について（２）
授業内での練習の仕方、さまざまな導入の仕方について
学ぶ。

12 中国語の辞書
中国語学習辞典を比較し、辞書のあり方や、どのような
学習辞典が好ましいか考える。

13 テスト
テスト問題を作成し、評価について知る。中国語の各種
検定テストについて理解する。

14 評価法
テストとも関連する科目の評価法をめぐって考察する。
評価とはなにかを理解する。

15 まとめ
前期で取り上げた「学習のめやす」について再び取り上
げ、考察し、全体のまとめを行う。
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■授業の目的
中国語科教育の理論や実践を理解し、教育実習で活かせるように中国語科の教員として必要な能力を身に付ける。模擬授業
等の実践的な学びを通し、教えるという意識を高め、学習指導案作成及びその遂行能力を獲得する。

■授業の到達目標
中国語の授業で有効な指導案を作成し、それに基づき授業を行えるようにすることが目標である。実践的な活動を通し、中
国語教育に何ができるのか、また何をなすべきかを考え、教育実習で活かせる遂行能力を習得する。

■授業計画

■授業の方法
プリント教材を使用し、授業計画に従って講義を行う。一方的な講義にならないように受講者の積極的な参加を求める。授
業中の作業、課題などを多く課す。教育実習で中国語をしっかりと教授できるよう、実践的な訓練をする。

■予習・復習
予習：各授業の項目について、教科書や指示した書籍を読んでから臨む
　　　模擬授業の前は、予め教案を書きチェックを受けてから、授業を実施する。
復習：各項目で学んだ内容をノートにまとめ理解する。
　　　模擬授業において指摘された点は、メモをし改善する。

■成績評価の方法
レポート点：50％
発表点：50％

■教科書・参考書
参考書：『高学校学習指導要領解説　外国語編・英語編』（文部科学省）
　　　　『why？にこたえるはじめての中国語の文法書』（相原茂、石田知子、戸沼市子著　同学社）

■関連する科目
総合中国語


